
『
ア

ダ

ム

・
ス

ミ

ス
文

庫

』
餘

談

大

河

内

一

男

マ
ダ
ム

・
ス
ミ
ス
の
傳
記
を
読

ん
だ
者
は
彼
の
三
つ
の
大
い
な
る
喜
悦
は

「母
」
と

「
友
人
」
と

「書
籍
」
と
で
あ
つ
た
こ
と
に
氣
付

く

で
あ
ら
う
。
彼
は
愛
書
家
で
も
あ
り
、
ま
た
藏
書
家
で
も
あ
つ
た
。
彼
は
約
三
千
冊
を
藏
し
て
ゐ
た
と
言
は
れ
る
。

ジ
ェ
イ
ム
ス
・
ボ
ナ

ア
は
そ
の
大
半
（
約
三
分
の
二
)
の
目
録
を
編
纂
し
て

一
八
曳
四
年
出
版
し
た
が

(
J
a
m
e
r
 
B
o
n
a
r
,
 
C
a
t
a
l
o
g
u
e
 
o
f
 
t
h
e
 
L
i
b
r
a
r
y

o
f
 
A
d
a
m
 
S
m
i
t
h
,
 
1
8
9
4

)
そ
の
中
約
三
分
の

一
が
ギ
リ
シ
ヤ
,
ラ
テ
ン
、
イ
タ
リ
ヤ
語
の
古
典
書
、
他
の
三
分
の

一
が
佛
蘭
西
書
で
,

残
ウ

の
三
分
の

一
が
英
書
で
あ
つ
た
。
内
容
的
に
冤
れ
ば
、文
學
、藝
術
か
ら
哲
學
、
自
然
科
畢
、
傳
記
、
法
律
,
政
治
、
族
行
記
に
ま
で

及

ん
で
居
り
、
経
濟
書
は
僅
か
全
臆
の
五
分

の

一
を
占
む
る
に
過
ぎ
な
い
の
は
梢
々
意
外
で
あ
る
。
瀞
學
書
が
殆
ど
映
け
て
ゐ
る
の
は
ス

ミ

ス
の
理
紳
論
的
立
場
を
想
は
せ
る
し
、
ま
た
藏
書

の
範
園
が
同
じ
位
の
比
重
で
全
般
的
で
あ
夢
経
濟
書
に
偏
し
て
ゐ
な
い
の
は
.
當
時

は
未

だ
今
日
の
如
く

「專
門
の
」
経
濟
書
皐
氾
濫
し
て
ゐ
な
か
つ
た
た
め
で
も
あ
ら
う
が
、
ま
潅

一
般
に
當
時
の
経
濟
學
が
廣
範
な
思
想

体
系

》
M
o
r
a
l
 
P
h
i
l
o
s
o
p
h
y
《

の

一
部
で
あ
る
の
が
通
例
だ
つ
た
と
言
ふ
事
情
か
ら
も
首
肯
出
來
る
。
と
こ
ろ
で
私
は
、
此
慮
で
ス

ミ

ス
の
藏
書
に
就
て
の
解
詮
を
す
る
積
り
は
毛
頭
な
い
。
た
だ
以
上
の
こ
と
は
我
が
國
で
は
比
較
的
知
れ
わ
た
つ
て
ゐ
る
が
、
右
の
三
千

冊

の
う
ち
の
約

一
割
三
百
冊
絵
の
愚
の
が
外
な
ら
ぬ
我
が
維
濟
學
部
の
研
究
室
に
所
藏
さ
れ
て
ゐ
る
と
言
ふ
こ
と
に
就
て
は
飴
り
知
ら
れ

怨



O

て
な
い
と
言
ふ
黙
を
述
べ
て
置
き
度
い
の
で
あ
る
。

「
近
世
経
濟
學
の
父
」
ア
ダ

ム

・
ス
ミ
ス
の
藏
書

の

一
部
が
如
何
な
る
理
由
容
本
墨

部

の
研
究
室
に

『
ア
ダ
ム

・
ス
ミ
ス
交
庫
』
と
し
て
落
付
く
に
至
つ
た
か
の
経
緯
は
、
嘗
て
山
崎
畳
次
郎
先
生
が
本
紙
で
語
ら
れ
た
こ
と

、が
あ
つ
た
。

ボ
ナ
ア
教
婦.張
の
語
る
と
こ
ろ
に
篠
れ
ば
、

ス
ミ
ス
の
藏
書
は
,
彼
の
洩
後
,
彼
の
從
兄
弟
に
當
る
ヂ
イ
ビ
ジ
ト

・
ダ
グ
ラ
ス
D
a
v
i
d

D
o
u
g
l
a
s

.
後
年
の
レ
ス
ト
ン
卿
L
o
r
d
 
R
e
s
t
o
n
(
1
7
6
9
-
1
8
1
9
)

の
手
に
移
り
、

彼
の
没
後
,
遺
言
に
よ
つ
て
藏
書
は
彼

の
二
人
の

娘

に
頒
ち
與

へ
ら
れ
た
。
即
ち

一
部
分
は
力

ニ
ン
ガ
ム
夫
人
M
r
s
.
 
C
u
n
n
i
n
g
h
a
n

の
手
に
,
他
の

一
部
は
バ
ナ
ァ

マ
ン
夫
人
M
r
s
.

B
a
n
n
e
r
m
a
n

の
手
に
。
か
く
て
,

ス
ミ
ス
の
藏
書
は
二
分
さ
れ
た
が
、
バ
ナ
ア

マ
ン
夫
人
の
郵
分
は
、
彼
女
の
没
後
そ
の
息
子
の
手
に

移
夢
,
更
に
韓
じ
て

一
八
八
四
年
及
び

一
八
九
四
年
二
回
に
亘
つ
て
、

エ
ヂ
ン
バ
ラ
な
る
ニ
ュ
ー

:
カ
レ
ッ
ヂ
に
寄
贈
さ
れ
,
其
慮
に
保

管

せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
.、
ガ

ニ
ン
ガ
ム
夫
入
の
手
に
渡
つ
允
他
の
牛
分
は
更
に
複
雑
な
運
命
を
辿
つ
た
。
夫
人
は
夫
君
の
波
後
、

エ

ヂ

ン
バ
ラ
に
て
右
の
藏
書
の

一
部
を
賛
却
し
た
。
そ
の
大
部
分
は
故
ホ
ヂ
ス
ン
教
授
P
r
o
f
.
 
H
o
d
g
s
o
n

に
よ
つ
て
買
ひ
と
ら
れ
、
彼

の

渡
後
、
ホ
ヂ

ス
ン
の
養
子
に
し
て
後
任
者
控
夢
し
故

ニ
コ
ル
ス
ン
敏
授
P
r
o
f
.
 
N
i
c
h
o
l
s
o
n

の
意
見
に
基
窪
、
ホ
ヂ

ス
ン
未
亡
入
に
よ

っ
て
大
肇
岡
書
館
に
寄
贈
せ
ら
れ
,
ニ

コ
ル
ス
ン
教
授
自
身
は
ま
た
、
彼
自
身
の
所
藏
に
か
、
は
る
ス
ミ
ス
藏
書
の

一
部

(同
様

エ
ヂ

ン

パ
ラ
に
て
購
入
せ
る
亀
の
)
を
ぱ
ス
ミ
ス
の
故
郷
.な
る
カ
ー
コ
ウ
デ
イ
K
i
r
k
c
a
l
d
y
博
物
館
に
寄
贈
し
た
。
と
こ
ろ
で
我

々
の
興
味
は

當
然

カ
ニ

ン
ガ
ム
夫
入
の
手
許
に
淺
さ
れ
た
ス
ミ
ス
藏
書
の
行
衛
に
向
け
ら
れ
る
。
こ
の
部
分
の
藏
書
は
彼
女
の
手

か
ら
そ
の
息
子
の
手

に
、
即
ち
ベ
ル
フ
ァ
ス
ト
の
ク
ヰ
ン
ス
・
カ
レ
ッ
ヂ
の
敏
授
に
し
て
著
名
な
自
然
科
學
者
な
る
カ

ニ
ン
ガ
ム
氏

(
P
r
o
f
.
 
R
.
 
O
.
 
C
u
n
n
i
n
g
-

と

h
a
m

)
の
手
に
移
つ
た
が
、
彼
は
そ
の

一
部
を
生
前
嗣
大
畢
に
寄
贈
し
た
。
二

九

一
八
年
七
月
彼
の
逝
去
す
る
や
」

と
ボ
ナ
ア
敦
授
は
こ

の
黙

に
就
て
書
き
記
し
て
ゐ
る
、

「
ス
ミ
ス
の
藏
書
票

の
貼
布
さ
れ
て
ゐ
る
歎
多
く

の
書
籍
と
共
に
彼

〔
カ

ニ
ン
ガ

ム
教
授
〕

の
藏
書
が

も

セ

も

も

も

り

も

へ

な

セ

も

サ

む

カ

を

ち

り

リ

カ

む

ち

セ

リ

わレ

ヒ

ち

も

ち

も

ち

も

へ

つ

ち

も

む

ヨ

カ

も

競
萱

に
附
せ
ら

れ
た
。
・
一
九
二
〇
年
、

三
百
冊
近
く
の
も
の
が
薪
渡
戸
激
授
に
よ
つ
て
買
ひ
と
ら
れ
、

東
京
帝
國
大
學
に
送
ら
れ
た
」

「

%



と
。
こ
の
黙
に
就
て
、
山
崎
箆
吹
郎
先
生
は
大
正
十
年

の

「
経
友
」
に
ゼ
當
時
新
渡
部
博
士
よ
り
先
生
に
寄
せ
ら
れ
た
書
簡
を
焚
表
さ
れ

て
居
ら
れ
る
が
、
當
時
の

「
経
友
」
を
所
持
さ
れ
て
ゐ
る
人
は
極
め
て
少
歎
で
あ
ら
う
か
ら
殉
此
盧
に
重
ね
て
同
誌
か
ら
引
用
し
て
置
き

度
い
ー

侮
『
拝
啓
釜
々
御
清
穆
之
段
奉
賀
候

(中
略
)
不
圖
数
日
前
當
市
書
肆
D
u
l
a
u
 
&
 
C
oの
目
録
に
依
り
ア
ダ

ム

・
ス
ミ
ズ
の
藏
書
三
百

饒

甜
が
費
物
と
な
夢
居
る
を
承
知
致
候
、
右
は
御
承
知
の
B
o
n
o
r
の
"
L
i
s
t
 
o
f
 
t
h
e
 
B
o
o
k
s
 
i
n
 
t
h
e
 
L
i
b
r
a
r
y
 
o
f
 
A
d
a
m

S
m
i
t
h
"

中
に
揚
げ
ら
れ
た
る
物

の

一
部
に
て
今
日
實
際
上
の
御
蓼
考
に
は
な
ら
す
と
も
経
濟
學
奢
の
寳
物
と
も
申
す
べ
き
も
の
と
被
存

候

に
付
右
を
新
設
経
濟
學
部

へ
寄
贈
致
度
候
、
就
て
は
本
日
右
書
騨
よ
り
直
接
貴
學
部
宛
書
籍
入
六
籍
護
逡
爲
致
候
閥
到
着
の
上
は
何
卒

可
然
御
取
計
ひ
被
成
度
候
,
實
は
拙
務
儀
買
入
申
込
後
可
な
の
諸
方
面
よ
り
希
望
禺
で
殊
に
蘇
國

〔
ス
コ
ヅ
ト
ラ
ン
ド
〕
の
某
大
璽
よ
り

切
な
る
希
望
も
有
之
候

へ
共
辛
に
拙
者
の
手
に
落
ち
候
故
愈

々
日
本
の
持
物
と
相
成
り
叉
帝
大
の

一
の
誇
と
も
相
成
候
事
は
甚
だ
愉
快
に

存
候
(
下
略
)Q」

(山
略
博
士
、
「
ア
ダ
ム
。
ス
ミ
ス
遺
愛
の
圖
書
」
経
友
、
第
こ
號
)

爾
來
三
百
部
に
及
ぶ
ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
の
藏
書
は

『
ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
交
庫
』
と
し
て
、
輕
濟
學
部
の
研
究
室
に
秘
藏
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
、
同
じ
く
脛
濟
學
部
に
保
藏
せ
ら
れ
て
ゐ
る
古
鏡
及
び
藩
札
の
二
大

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
共
に
、
當
學
部
の
二
大
寳
物
と
構
し
て
も

よ
ろ
し
い
で
あ
ら
う
。
(
こ
の
古
鏡
及
び
藩
札
に
就
て
は
、
山
崎
博
士
,
「
貨
幣
裟
話
」
を
参
照
せ
ら
れ
度
い
)。
け
れ
ど
も
ア
ダ

ム
・
ス
ミ

ス
の
藏
書
と
東
大
経
濟
學
部
と
の
關
係
は
こ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
な
か
つ
た
。
話
し
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
上
述
ジ

ュ
イ
ム
ス

。
ボ
ナ
ァ
の

ス
ミ
ス
藏
書
目
録

(初
版

一
八
九
四
年
)
に
は
、
東
大
に
保
管
せ
ら
れ
た
三
百
部
の
う
ち

一
部
分
が
記
録
漏
れ
の
状
態

で
あ
つ
た
。
こ
の

と
と
は
初
版
の
藏
書
目
録
と
維
濟
學
部
所
藏
の

『
ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
文
庫
』
と
を
封
照
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
直
ち
に
判
明
し
た
。
そ
の
後

ス
、ミ
ス
の
所
藏
本
は
英
吉
利
を
は
じ
め
各
國
に
於
て
漸
次
そ
の
所
在
が
判
明
し
て
き
た
た
め
、
増
訂
の
必
要
が
生
じ
た
。
其
庭
で
日
本
に

渡

つ
た
三
百
冊
を
更
に
詳
細
に
黙
槍
す
る
必
要
を
生
じ
、
ボ
ナ
ア
敏
授
は
こ
の
仕
事
を
か
ね
て
麗
懇
の
間
柄
で
あ
つ
た
河
合
榮
治
郎
敏
授

26



に
托
さ
れ
た
。
私
が
経
濟
學
部
を
卒
業
し
て
か
ら

へ昭
和
四
年
)
間
も
な
く
、
私
は
敏
授
か
ら

『
ア
ダ

ム

・
ス
ミ
ス
文
庫
』
日
録
作
成

の

仕
事
を
更
に
委
托
さ
れ
、
タ
イ
ト
ル
・
ペ
ー
ジ
の
讃
み
難
い
文
字
に
憶
ま
さ
れ
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
ど
う
や
ら
全
部

に
わ
た
つ
て
、
著
者

書
名
、
獲
行
年
弓
、
嚢
行
地
及
び
書
緯
名
等
を
整
理
し
た
。
今
に
し
て
想

へ
ば
驚
く
べ
き
程
粗
雑
で
あ
り
鋏
陥
の
多

い
も
の

で

あ

つ

た

が
,
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
仕
事
は
相
當
辛
い
仕
事
で
あ
つ
た
こ
と
に
間
違
ひ
は
な
い
。
と
も
か
く
、
粛
京
か
ら
の
リ

ス
ト
は
ボ
ナ
ァ
敏
授

に
邊
附
さ
れ
、
他
の
追
加
分
を
も
加

へ
て
、

一
九
三
二
年

》
A
 
C
a
t
a
l
o
g
u
e
 
o
f
 
t
h
e
 
L
i
b
r
a
r
y
 
o
f
 
A
d
a
m
 
S
m
i
t
h

《

の
第
二
版
が

出
版
さ
れ
た
。
そ
の
序
文
で
ボ
ナ
ア
教
授
は
次
の
如
く
蓮
べ
て
ゐ
る
ー

「
現
在
東
京
に
在
つ
て
ス
ミ
ス
藏
書
の
保
管
の
任
に
當
つ
て
居
ら

れ
る
河
合
敏
授
が
親
切
に

も
三
百
冊
の
目
録
を
提
供
し
て
呉
れ
た
こ

と
は
感
謝
に
耐
え
な
い
。
…
…
本
目
録
に
と
つ
て
の
そ
れ
の
意
嚢
は
,
從
來
目
録
に
載

つ
て
ゐ
な
か
つ
た
約
二
十
冊
の
藏
書
が
記
録
さ

れ
て
ゐ
る
勲
や
あ
る
。
ひ
と
り
の
共
通
の
英
雄
に
封
す
る
か
～
る
熱
意
に
於
て
、
我

々
は
最
早
や
お
互
ひ
に
異
國
人
同
志
で
は
な
い
の

で
あ
る
。
か
く
し
て
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
交
庫

の
日
本
の
部
分
は
安
全
な
手
に
保
管
さ
れ
て
ゐ
る
と
言
ふ
こ
と
に
就
て
、
我

々
は
安
ん

じ
て
可
な
り
と
言
ふ
べ
き
で
あ
る
○」

以
上
が
東
大
経
濟
峯
部
と
ア
ダ
ム

・
ス
ミ
ス
の
藏
書
と
の
關
係
の
維
緯

の
第
二
幕
で
あ
る
。
問
題
は
更
に

一
歩
進

展
す
る
。
河
合
敏
授

の
手
を
通
じ
て
ボ
ナ
ァ
敏
授
の
手
許
に
逡
ら
れ
た
東
大

『
ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
文
庫
』

の
目
蘇

の
中
に
は
、
珍
奇
な

一
書
が
記
録
さ
れ
て
ゐ

た
。
即
ち
、
ボ
ナ
ア
教
授
は
そ
の
目
録

(新
版
)
の
附
録
第
四
に

「
日
本
の
コ
レ
ク
シ
ヨ
ン
」
と
題
し
、
次
の
如
く
津
意
し
て
ゐ
る
。
「
河

合
教
授
に
よ
つ
て
整

へ
ら
れ
た
リ
ス
ト
中
の
全
部
は
、
カ

ニ
ン
ガ
ム
教
授

が
所
有
し
て
ゐ
た
ス
ミ
ス
藏
本

の
分
だ
と
言
ふ
こ
と
が
嘱
明
し

た
。
そ
れ
は
百
三
十
二
部
三
百
冊
に
及
ん
で
ゐ
る
。
大
部
分
は

一
八
九
四
年
の
臼
録

f
初
版
)
に
載

つ
て
ゐ
る
が
、
新
た
に
二
十
禰
が
嚢

見
せ
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
で
二
十
冊
の
申
に
は
特
殊
な
植
打
の

一
冊
が
あ
る
。
即
ち
、
ア
ダ
ム

・
ス
ミ
ス
の
編
纂
に
な

る

一
ア
ダ

ム

・
ス
ミ

ス
所
藏
本
目
録
」

}
七
六

一
年
、

一
冊
、
が
こ
れ
で
あ
る
。》
S
m
i
t
h
,
 
A
d
a
m
 
e
d
.
 
A
 
C
a
t
a
l
o
g
u
e
 
o
d
 
b
o
o
k
s
 
b
e
l
o
n
g
o
i
n
g
 
t
o
 
A
.
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S
.
 
1
7
1
6
.
 
I
 
d
o
l
,

《
」
こ
の

「持
殊
な
値
打

の

一
傍
」
に
就
て
ボ
ナ
ア
藪
授
は
次
の
如
き
批
評
を
下
し
て
居
る
ー

「
こ
の
目
録
は
、

ス

ミ
ス
者
身
が
書
い
た
も
の
に
せ
よ
ま
た
他
人
を
し
て
書
か
せ
た
も
の
に
せ
よ
、
次
の
如
き
意
義
を
持
つ
、
即
ち
、
彼

が
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
學

の
敏
授
と
し
て

「道
徳
情
操
論
」
を
出
版

〔
一
七
五
九
年
〕
し
て
後
、
未
だ
経
濟
學

の
書
物
と
し
て
は
何
も
出
版
し
な
か
つ
た
當
時
に
於

け

る
彼
の
書
庫
に
如
侮
な
る
も
の
が
在
つ
た
か
を
示
す
で
あ
ら
う
。
恐
ら
く
わ
が
臼
本
の
學
友
た
ち
が
、

こ
の
黙
に
蘭
す
る
我
々
の
好
奇

心
を
満
足
さ
せ
て
呉
れ
る
で
あ
ら
う
。」

と
こ
ろ
で

「
日
本
の
學
友
た
ち
し
が
ボ
ナ
ア
敏
授

の
こ
の
希
望
附
き
の
評
繹
を
そ
の
ま

＼
無
覗
し
て
ゐ
る
闇
に
、
同
じ
く

ス
ミ
ス
研
究

家

の
構
威
の

一
人
で
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
學
の

「
ア
ダ
ム

・
ス
ミ
ス
講
座
」
の
澹
任
者

ス
コ
ツ
ト
教
授
P
r
o
f
.
 
W
.
 
R
.
 
S
c
o
t
t

が
こ
の
聞
題

を
探
参
上
げ
潅
の
で
あ
る
。
即
ち
同
教
授
は
ボ
ナ
ア
教
授
に
よ
つ
て
指
摘
さ
れ
た
右
の

「
特
殊
な
値
打
の

一
冊
」
た
る
A
 
C
a
t
a
l
o
g
u
e

o
f
 
b
o
o
k
s
 
b
e
l
o
n
g
i
n
g
 
t
o
 
A
.
 
S
.
 
1
7
6
1

の
詳
細
な
爲
眞
版
を
東
大
に
依
頼
し
て
來
た
。

こ
の
度
は
経
濟
墨
部

の
河
合
敷
授
と
工
畢

部

の
触
蔓
正
雄
藪
授
を
通
じ
て
で
あ
つ
た
。
技
術
的
な
黙
は
す
べ
て
加
茂
戦
授
が
指
奪
さ
れ
、
そ
の
他
の
窯
は
當
時

の
維
濟
部
研
究
室
主

授
を
憺
當
せ
ら
れ
て
ゐ
た
田
邊
忠
男
教
授
と
私
と
が
當
つ
た
。
菊
笹
版
程
度
の
大
版
の
紙

へ
、
細
い
ペ
ン
で
、
花
文
字
式
の
書
禮
で
書
か

れ
た
書
名
の
イ

ン
ク
は
殆
ど
褐
色
に
う
す
れ
、
相
賞
の
技
術
的
閑
難
が
豫
想
さ
れ
た
が
、
出
來
・上
つ
た
の
は
見
事
な
百
三
枚
の
爲
翼
で
あ

つ
た
。

一
昨
年

(
一
九
三
七
年
)
秋
、
ス
コ
ツ
ト
敷
授
の
大
作

一、肇
生
及
び
藪
授
と
し
て
の
ア
ダ
ム

・
ス
ミ
ス
」
が
上
梓
さ
れ
、
直
ち
に

我
が
學
部
亀

一
部
の
恵
邊
を
受
け
た
。
こ
れ
は
學
生
時
代
を
経
て
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
墨
の
教
授
と
し
て
活
躍
し
た
頃
ま

で
の
ス
ミ
ス
の
前
串

生

の
詳
細
な
考
誰
的
傳
記
で
あ
る
。

こ

の
著
作
に
圭
蓮
の
問
題
の
著
作
目
録
が
役
立
つ

た
こ

と
は
言
ふ
迄
亀
な
く
,
こ
の
鮎
は
、
ス
コ

ツ
ト
敏
授
よ
り
河
合
敏
授

へ
の
書
簡
が
こ
れ
を
物
語
つ
て
ゐ
る
。
と
こ
ろ
で
、
物
語
参
が
こ
れ
だ
け
で
幕
を
閉
ぢ
る

の
な
ら
、
そ
れ
は
と

り
た
て
て
興
味
深
い
國
際
的
話
題
と
は
な
ら
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
何
故
こ
の
肉
筆

の
著
作
目
録
の
爲
し
が
注
目
す

べ
き
話
題
と
な
つ
た

か

は
ス
コ
ツ
ト
敏
授
が
右
著
作
の
中
で
次
の
如
く
蓮
べ
て
ゐ
る
の
を
も

つ
て
之
に
代

へ
度

い
ー



〆

「
・…
;

以
上
述
ぐ
來

つ
た
と
こ
ろ
は

一
つ
の
鐵
を
落
し
て
ゐ
る
こ
と
に
注
意
深
い
讃
者
は
氣
付
か
れ
た
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
即
ち
、
そ

れ
は
ボ
ナ
ア
博
士
が
そ
の
著
ア
ダ
ム

・
ス
ミ
ス
藏
書
目
録
、

一
九
三
二
年
版
二

一
四
頁
に
報
告
さ
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の

》
C
a
t
a
l
o
g
u
e

o
f
 
b
o
o
k
s
 
b
e
l
o
n
g
i
n
g
 
t
o
 
A
.
 
S
.
 
i
n
 
1
8
¥
7
6
1

《
に
就
て
で
あ
る
。
現
在
東
京
に
在
る
こ
の
丈
書
は
本
研
究
に
と
つ
て
極
め
て
重
要
な
も
の

で
あ
る
。
蓋
し
そ
れ
は
、

一
七
六

一
年
當
時

ス
ミ
ス
は
重
農
主
義
派
の
誰
か
に
よ
つ
て
書
か
れ
た
書
物
を
所
有
し
て
ゐ
た
か
否
か
を
示
す

で
あ
ら
う
か
ら
で
あ
る
。
東
京
帝
國
大
學
の
河
合
並
び
に
田
邊
の
爾
藪
授
、
及
び
同
大
學
の
加
茂
敷
授
の
親
切
に
よ
つ
て
、
こ
の
交
書
の

ヒ

も

百

三
頁
に
わ
た
る

一
枚

一
故
の
鴇
眞
が
整

へ
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。

〔
爲
眞
か
ら
想
像
す
る
に
〕
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
イ
ン
ク
が
あ
せ
て
居

ゆ

(
ボ
ナ
ア
博
士
に
逡
ら
れ
た
)
飼
附
け
の
讃
み
違
ひ
、
即
ち

一
七
八

一
年
を

一
七
六

一
年
と
誤
飯
し
た
原
因
が
此
腱
に
あ
る
ら
し
く
思

は
れ
る
。
…
:
・」
(岡
書

一
七
ご
頁
参
照
)
。

事
實

「
一
七
六

一
年
」
と
思
は
れ
た
も
の
は

「
一
七
八

一
年
」
で
あ
つ
た
。
東
大
よ
り
ボ
ナ
ア
教
授

に
…送
附
さ
れ
た
藏
…書
目
録

(
タ
イ

プ

ラ
イ
タ
ー
に
よ
れ
る
)
の
鳥
し
が
當
墨
部
に
保
存
さ
れ
て
な
い
た
め
.
「
一七
六

一
年
」
と
ボ
ナ
ァ
敏
授

の
書
に
認
さ
れ
る
に
至
つ
た
原

因
が
何
庭
に
あ
つ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
恐
ら
く
東
京
側

の
誤
讃
で
あ
つ
た
ら
う
と
考

へ
ら
れ
る
。
け
れ
ど
此
虚
で
は
,
こ
の

誤

参
の
原
因
を
さ
ぐ
る
よ
り
は
海
百
五
十
年
前
の
、
細
い
イ

ン
ク
の
交
字
が
、
溜
え
か
、
り
な
が
ら
も
保
存
さ
れ
て
ゐ
た
と
言
ふ
事
實
に

感
謝
し
や
う
。
た
だ
、
こ
の
丈
書
が
實
は

一
七
八

一
年
に
書
か
れ
た
も
の
だ
と
言
ふ
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
の
重
要
性

の
程
度
、
あ
る
ひ
は

ス
ミ
ス
研
究
家
の

「婦
奇
心
」
は
あ
る
程
度
減
殺
ざ
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。

一
七
六

一
年
と

一
七
八

一
年
,
こ
の
間

の
二
十
ケ
年
の
隔
た

夢

は
、
ア
ダ
ム

・
ス
ミ
ス
の
経
濟
思
想
の
磯
展
を
辿
る
場
合
に
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
て
ゐ
る
、
す
な
は
ち
、
倫
…理
學
者
と
し
て
登

場

し
、
佛
蘭
酉
族
行
に
よ
つ
て
重
農
學
派
の
人
々
と
未
だ
接
鱗
す
る
前
の
ス
ミ
ス
と
、
佛
蘭
西
よ
り
齢
京
後

「諸
國
民
の
富
」
を
上
梓
し

経
濟
學
者
と
し
て
の
王
座
を
占
め
て
後
の
ス
ミ
ス
と
の
間
に
,
経
濟
思
想
の
成
熱
、
叉
は
他
か
ら
の
影
響
が
ど
の
程
度
に
現
は
れ
で
ゐ
る

か

が
、
勃
明
す
る
筈

で
あ
る
。
從

つ
て

一
七
六

一
年

の
目
録

〔
こ
れ
が
事
實
あ
つ
た
と
す
れ
ば
〕
は
、
か
の

『
ア
ダ

ム

・
ス
ミ
ス
問
題
』
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の
解
決
に
こ
の
上
も
な
い
有
力
な
資
料
と
な

つ
た
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
今
や

一
七
六

一
年
は
誤
護
で
、
肉
筆

の
藏
書
目
録
は

一
七
八

一

年

の
も
の
だ
と
言
ふ
こ
と
は
明
か
と
な
つ
た
。
こ
の
肉
筆

の
文
書
は
、
國
際
的
に
暫
時

ス
ミ
ス
研
究
家
を
騒
が
し
た
が
、
ス
コ
ッ
ト
敏
授

の
著

書
に
よ
つ
て
そ
れ
は
謬
ま
り
、
研
究
室
の
書
庫
に
は
例

の
カ
タ
ロ
グ
は
何
事
も
起
ら
な
か
つ
た
や
う
に
、
そ
の
薄
い
、
大
形
な
姿
を

横

た

へ
て
ゐ
る
。
新
渡
戸
博
士
、
ボ
ナ
ア
敷
授
、
河
合
教
授
、
加
茂
教
授
、
ス
コ
ツ
ト
教
授
ー

こ
れ
等

の
人
々
の
倦
ま
ざ
る
学
問
的
誠

實

さ
と
國
際
的
協
力
と
に
ょ
つ
て
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
研
究
は
更
に

一
歩
前
進
し
た
。
東
大
所
藏
の
藏
書
目
録
を
緯

る
経
緯
は
。
た
だ
そ

め

一
挿
話
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
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